
暮秋静寂の朝夷奈切通から金沢八景へ
～光触寺･頬焼阿弥陀、宝樹院･阿弥陀堂、特別拝観～

中世には六浦沿岸でつくられた塩が朝夷奈切通を経て鎌倉に運ばれ、塩の
路と呼ばれました。落ち葉散り敷く切通を散策しながら、この道沿いに残る
史跡とお寺を訪ね、中世に思いを馳せます。

古都鎌倉史跡めぐり 11月B/一日コース

実施日

集合場所

費用

定員

受付時間

主催 NPO法人鎌倉ガイド協会

鎌倉ガイド協会は日本遺産
のまち鎌倉をご紹介します

11月/ ２４(月）２６(水）２８(金）３０(日）

JR鎌倉駅西口時計台広場 9:30～10:00

1300円（参加費800円・拝観料光触寺300円，宝樹院200円）
交通費240円（各自）（ガイディングレシーバー使用）

100名

鎌倉駅＝[バス]＝十二所バス停～光触寺（昇堂）～朝夷奈切通～朝比奈町
内会館（昼食）～鼻欠地蔵～宝樹院（特別拝観）～上行寺（1次解散）～
京急金沢八景駅（解散14時30分頃） 徒歩距離約 6㎞ 高低差：あり

雨天時は光触寺は昇堂せず朝比奈バス停解散・荒天時中止 ※太字は日本遺産

お申込みは→ https://www.kcn-net.org/guide/monthly.html

宝樹院・阿弥陀堂（平安仏）

光触寺・塩嘗地蔵

上行寺
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